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【つぼみ教室】

個別教育相談を月２回以上受けている家庭を対象に、月１回３０分実施。

例：ふれあい遊び、パネルシアター、感覚遊び

【親子学習会】
継続教育相談を受けている家庭を対象に、年に２回実施。

（過去の活動内容）

○親子ふれあい活動

・ゼリーや氷などを使った感触遊び

・視覚補助具を使った活動

○保護者向け体験

・シミュレーションレンズを使用しての見え方体験・道具の操作

・視覚障害者スポーツ体験

・保護者同士の情報交換会



眼科受診についてや、
他機関との連携、
保護者のニーズを
聞き取ります

【図：プロフィール票（一部抜粋）】



【資料：「弱視幼児を対象とした視行動の評価」（三好・小林）】

○実態把握

「弱視幼児を対象とした視行動の評価」等を

活用





【資料：触ってわかる力を高める指導内容の一部】

【資料：課題学習の３年間の指導内容表の一部】



感覚の受容や活用を促すもの

かかわりの楽しさを味わえるもの

体の動きを引き出すもの

手指の細かい操作力を伸ばすもの

視覚や触覚を目的的に使うことを促すもの

概念の形成を促すもの

操作によって思考力を伸ばすもの



（２ヶ月）
目が合わないんです

（４ヶ月）
顔を見て笑わないんです

家族性滲出性硝子体網膜症
右目 光覚程度
左目 ０．００７程度

生後２ヶ月から教育相談開始

お母さんの心配



見えにくいから
十分な刺激が
入りにくい

光る・明るい・動く
見やすい刺激で遊ぼう



地域の小学校を
希望するかも？

生後４ヶ月から教育相談
３歳から盲学校幼稚部 週２～３日登校

年少の頃 視力 ０．０５
全般的な発達は年齢相応

絵や塗り絵は苦手←見えにくさの影響

（１）「見えにくいから苦手」なことを克服しよう
（２）小学校の学習の基礎となる「視る力」を伸ばそう



連絡帳の共有

・本校の連絡帳を園に

・園の連絡ノート（月１回、園の先生・保護者が

情報交換に使用しているもの）に本校教員も

参加

定期的な授業参観とケース会議



視覚障害のある子どもは、
十分な刺激が入りにくく、

配慮無しには
標準月齢での発達の特徴を
示さないことがある

時期を捉え、環境を整え、
伝わりやすい手段で十分な刺激を伝えることで

保有感覚を使う力が育ち、
その子本来の速度で発達する



・県内眼科・小児眼科との

連携

・啓発チラシを作成、県内

全幼稚園・保育園・こど

も園の年少クラス家庭数

配付



•


